
 

令和４年度 第 14回吉川区地域協議会次第 

日時：令和 5年 3月 16日（木）午後 6時 30分 
場所：吉川コミュニティプラザ 3階 大会議室 

 

 

１ 開  会 

 

 

２ 会長あいさつ 

 

 

３ 報告事項 

⑴ 会長報告 

⑵ 委員報告 

⑶ 事務局報告 

・上越市が所有する日帰り・宿泊温浴施設のサウンディング型市場調査の結果について 

 

４ 協議事項 

 ⑴自主的審議事項 

・若者移住・定住部会での審議のまとめと意見書案について 

・地域づくり部会の住民アンケート実施案について 

⑵その他 

 ・吉川区地域協議会だより第 47号の発行について 

 

５ 総合事務所からの諸連絡について 

    

 

６ そ の 他 

・次回地域協議会の日程調整      月  日（ ）  時  分から                

                         吉川コミュニティプラザ 

 

 

７ 閉  会  

     

 



上越市が所有する日帰り・宿泊温浴施設のサウンディング 

型市場調査の結果について 

 上越市では、民間活力を生かした施設の有効活用に向け、市場性の有無や施設の譲渡・事業

の継続に向けた条件整理を行うとともに、民間事業者の経験やノウハウに基づく施設の利用

促進策など幅広い提案を踏まえ、施設の今後の利活用の方向性を決定するため「上越市が所

有する日帰り・宿泊温浴施設の有効活用に係るサウンディング型市場調査」を実施しました。 

今回、その結果がまとまりましたのでお知らせします。 

 なお、くわどり湯ったり村については、別途指定管理者の公募手続きを進めることとなっ

たことから、記載していません。 

１ 調査の対象施設 

№ 施設名（条例上の名称） 主な機能 

1 牧湯の里深山荘 宿泊、日帰り温浴、レストラン 

2 柿崎マリンホテルハマナス 宿泊、日帰り温浴、レストラン 

3 大潟健康スポーツプラザ鵜の浜人魚館 日帰り温浴、レストラン、プール 

4 吉川ゆったりの郷 日帰り温浴、レストラン 

5 ゑしんの里やすらぎ荘 

（板倉保養センター） 
宿泊、日帰り温浴、レストラン 

6 浦川原霧ケ岳温泉ゆあみ【休止中】 日帰り温浴、レストラン 

２ 主な調査スケジュール 

 項目 実施日 

1 実施要領の公表 令和 4年 9月 26日（月） 

2 事前説明会 令和 4年 10月 13日（木） 

3 現地見学会 

個別見学会 令和 4年 10月 26日（水） 

～10月 28日（金） 

フリー見学会 令和 4年 10月 13日（木） 

～11月 25日（金） 

4 市場調査（対話） 令和 4年 12月 8日（木） 

～12月 14日（水） 

３ サウンディング型市場調査の結果 

 ⑴ 参加事業者数（共同提案を含む） 

№ 施設名 事前説明会 現地見学会 市場調査 

（対話） 

1 牧湯の里深山荘 

 

2 0 

2 柿崎マリンホテルハマナス 3 2 

3 大潟健康スポーツプラザ鵜の浜人魚館 3 2 

4 吉川ゆったりの郷 4 4 

5 ゑしんの里やすらぎ荘 2 1 

6 浦川原霧ケ岳温泉ゆあみ【休止中】 1 0 

計 10 15 9 
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⑵ 施設別の提案の有無 

№ 施設名 ①民営化による施設 

活用の提案 

②現状の公設民営に

よる運営を前提と

した施設の利用促

進等に係る提案 

1 牧湯の里深山荘   

2 柿崎マリンホテルハマナス ○ ○ 

3 大潟健康スポーツプラザ鵜の浜人魚館  ○ 

4 吉川ゆったりの郷  ○ 

5 ゑしんの里やすらぎ荘  ○ 

6 浦川原霧ケ岳温泉ゆあみ【休止中】   

 ⑶ 提案の概要 

① 民営化による施設活用の提案 

・ 施設コンセプトの転換 

・ 交付金等を活用した大規模改修 

 

② 現状の公設民営による運営を前提とした施設の利用促進等に係る提案 

・ 施設コンセプトの変更や明確化とそれに伴う改修 

・ 現状サービスの見直し（一部機能の休止や機能の追加等）による運営の効率化 

・ 営業時間の変更 

・ 温浴機能以外の施設の機能転用 

・ 利用料金の変更の提案 

・ 自社事業と連携した利用者の呼び込み 

・ 複数の対象施設の運営による合理化の提案 

 

③ その他の提案 

・ 周辺関係施設を一体とした施設運営 

・ 専門事業者としての助言、事業協力者の紹介 

 

  



青年層の区内定住策(案)について   

吉川区地域協議会 若者移住・定住部会 

 

【目的】 

区内の産業、生活、環境などの振興および後続発展のため主体を担う青年層の区外への

転出対策を講ずるとともに定住を促す。 

 

【背景】 

就労、生活環境の変化などに伴う青年層の区からの転出により地域の組織、経済の維持

及び継続が危ぶまれている状況。このことから喫級および中長期的な支援対策を行う必

要がある。 

 

【考察】 

・青年層が求める多様な職種が地域にないことから転出は当然であり止めることは困

難。 

・例えば製造など企業を区内に誘致したとしても青年層が求める生活インフラ、子育て

環境が区内にないことから、区内にとどまらず区外に転出しそこから通勤することは自

然。 

・子育て世代は生活力が低い傾向にあり経済支援のある所に定住。(事例あり) 

・区内に残りたくても残れないものに対しては一定の支援は必要。 

・定住希望のあるものに対しては、集落地域の人が漸減し青年層に負担が集中、相当の

心労的負担があることが想定されるため、区全体、またはブロック的な地域で支援し負

担を軽減することが肝要。 

 

【対応】 

・医療、教育にかかる負担の無料化または大幅な減により区内の定住を促す。 

・行政などが主体となって衣食住にかかる総合的な生活インフラ整備を短中期的に集

中して行う。 

・政府が推進するデジタル活用支援や地域的計画策定にかかる支援を活用した総合ビ

ジョン。(区全体)を早期に策定及び公表し、青年層を含む住民全体に対して「将来の見

える化」を示す。このことにより、青年層の定住や U ターンなどを見据えた将来設計

を考えてもらう。 

・子育て祝い金「ギフト」の拡充。小学校、中学校の入学も。 

・高等学校の修学支援金だけでなく、独自の支援策（年収にかかわらず） 

・大学等進学者に対する支援制度の拡大。市の奨学金の年収緩和、支給型奨学金の設立。 

・出産後、1 年または 2 年間のおむつ券配布。 

・吉川を子育て特区としたい ← 理想 
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吉川区地域協議会 

住民アンケートの実施について（案） 

吉川区地域協議会 地域づくり部会 

 

１ 目的 

吉川区地域協議会では、吉川区の地域活性化に向けた方向性を審議して

おり、その中で、「道の駅よしかわ杜氏の郷」と「尾神岳周辺」の２地域の

活性化が、誘客を含む交流人口増はもとより、雇用創出や産業振興につなが

ると考えている。 

また、協議会内に設置した若者移住・定住部会はじめ区内の他団体が小・

中学生を対象に行った調査や小・中学生本人たちが実施した地域のお宝探し

事業においても、道の駅と尾神岳を特別なものと認識しているとの回答を得

ている。 

そこで、これら２地域を中心に吉川区の活性化の方向性を検討するにあ

たり、吉川区在住の幅広い世代の住民から、様々な思いや考えなどの情報を

収集するため、住民アンケートを実施する。 

２ アンケート対象者 

 吉川区に居住する中学生以上の住民全員  

３ アンケートの配布及び回収 

・アンケート用紙はＡ４用紙４～５ページとし、アンケートの配布及び回収は、

町内会長に協力を依頼し、全戸配布及び回収する。 

・アンケート用紙は、各世帯 2部ずつ配布し、各世帯でそれ以上の回答を望む

場合はコピーで対応していただく。 

・回収用封筒は 2人につき 1枚配布する。 

４ 回答方法 

アンケート用紙による回答 

５ 集計及び集計結果の配布 

 ・集計及び情報の整理は事務局で行う。 

・集計結果は地域協議会だよりに掲載し、住民にフィードバックする。 

６ スケジュール 

時期 取組内容 

3月 16日 地域協議会でアンケート（案）の協議 

3月 27日 アンケート（案）最終版を作成（部会開催） 

3月 29日 地域協議会委員各位に郵送、またはメールで最終版確認依頼 

4月 10日 地域協議会委員各位の了承～アンケート作成完了 

4月 10～14日 
町内会長連絡協議会（役員会）へアンケート配布・回収依頼 

道の駅、尾神岳で活動する団体へアンケート調査の説明 

4月 10～14日 総合事務所（事務局）へ提出 

4月 20～21日 アンケート全戸配布 

（裏面あり→） 
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時期 取組内容 

5月 15日 アンケートの回収 

6月 10日 アンケート集計・分析完了 

6月 15日 地域協議会で結果報告 

7月 25日 地域協議会だよりで住民に結果報告 

 

 

７ 設問案 

 Ⅰ 道の駅の活性化について 

  〇「道の駅」の利用頻度（年間何回くらい） 

  〇「道の駅」の利用目的（何で利用したか） 

  〇「道の駅」の利用者増加策 

・どうしたらもっと多くの人が立ち寄る？ 

  〇「道の駅」活性化についての意見（自由記述） 

 

 Ⅱ 尾神岳周辺の活性化について 

  〇「尾神岳エリア」の観光スポット等の認知度（知っているか） 

  〇「尾神岳エリア」への来所頻度 

  〇「尾神岳エリア」への来所目的 

  〇「尾神岳エリア」への来所者増加策 

    ・どうしたらもっと多くの人が来る？ 

  〇「尾神エリア」活性化についての意見（自由記述） 

 

 Ⅲ その他 

  〇基本的事項 

・年齢、性別、居住地域、職業 

・日常生活での心配ごと、困りごと（大島区調査参照）…交通手段含む 

   ・将来にとって重要なこと    （   〃   ） 

   ・吉川区は好きか        （   〃   ） 

   ・吉川区に住み続けたいか    （   〃   ） 

  

 



Ⅰ　道の駅の活性化について

①　年間に何回訪れるか

〇10回以上、○6～9回、○3～5回、〇1～2回、〇行かない

②　主な目的は（複数回答可）

○入浴（ゆったりの郷）、〇食事（ゆったりの郷）、〇コンビニ

〇酒等購入（杜氏の郷）、〇四季菜の郷（野菜他購入）、

〇イベント　　〇その他(具体的に：　　　　　　　　　　　　)

③　交通手段は（複数回答可）

○公共交通（バス　タクシー等）、○自家用車（同乗を含む）バイク

○その他（自転車　徒歩等）

④　どのような施設・サービスがあればより多くの人が立ち寄ると思いますか。

〇鮮魚や肉など生鮮食料品を扱う店 （複数回答可）

〇洋服や衣類を扱う店

〇医薬品を扱う店

〇ゲームセンター

〇緑地・公園

〇喫茶店

〇食品屋台（例：タイ焼き、ケバブ、焼きそば、たこ焼き、ラーメン）

〇イベント（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

〇区内や周辺地域の観光スポットなどを紹介する情報コーナー

〇地域の産物を販売する土産物屋

〇徹底した環境美化

〇今のままで良い

〇その他（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

⑤　「道の駅よしかわ杜氏の郷」について自由にご意見をお寄せください。

（自由記述：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

Ⅱ　尾神岳周辺の活性化について

①　尾神岳エリアの観光スポットで知っているものはどれですか。（複数回答可）

〇パラグライダーテイクオフ
〇パラグライダーランディング
〇天岩戸、岩戸神社
〇みはらし荘
〇スーパーボブスレー
〇スカイトピア遊ランド
〇その他（具体的に：　　　　　　　　　　　　　）

②　年開に何回訪れるか

〇10回以上、○6～9回、○3～5回、〇1～2回、〇行かない

【アンケート設問案】



③　目的は（複数回答可）

○観光　（景観　そば、山菜等）

○パラグライダー観戦、○その他

④　交通手段は（複数回答可）

○公共交通（バス　タクシー等）、○自家用車（同乗を含む）バイク

○その他（自転車　徒歩等）

⑤　道路の状況は

○狭い、○広い、○ちょうどよい、○その他感じたことがあれば記入

⑥　どのような施設・サービス等があればもっと多くの人が来ると思いますか。

〇パラグライダー大会、体験会 （複数回答可）
〇コンサート
〇イベント(具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　)
〇飲食店（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　）
〇遊具付きの公園スペース
〇きめ細かい案内板
〇積極的な情報提供
〇広い道路
〇シャトルバスなどの送迎
〇今のままで良い
〇その他（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　）

⑦　「尾神岳エリア」について自由にご意見をお寄せください。

（自由記述：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

Ⅲ　基本的事項

①　あなたの年齢は

〇10代、〇20代、〇30代、〇40代、〇50代、〇60代、〇70代、〇80歳以上

②　あなたの性別は　〇女、〇男

③　お住まいの町内は（　　　　　　町内）

④　あなたの職業は

〇自営業（農業含む）、〇会社員（公務員含む）、〇学生、

〇その他（具体的に：　　　　　　　　　）

⑤　日常生活での心配ごと、困りごとは何ですか。（複数回答可）

〇家の除雪、〇交通手段、〇買い物、〇働く場が少ない、

〇勤務先(通学先)が遠い、〇学びの場が少ない、

〇自分や家族の進路・進学、〇農地（田んぼや畑）の管理、

〇道路や水路などの管理、〇近所の空き家、〇災害への備えや避難、

〇不法投棄（ごみのポイ捨て）、〇家庭のごみ捨て、

〇自分や家族の健康・体調、〇家族の介護、〇子育て、

〇一人暮らしなど孤独への不安、〇頼れる人・相談できる人がいない、

〇友人関係、〇親しい人たちと集まる場が少ない、〇近所づきあい、

〇家などの財産の管理、〇家計（生活費や貯え）のこと、

〇その他（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　）



⑥　吉川区の将来にとって重要だと思うことは何ですか。（複数回答可）

〇除雪の支援、〇路線バスなどの公共交通、〇買い物できる場の確保、

〇働く場の確保、〇学びの場の確保、

〇高齢者向けの通院や買い物などの支援、

〇農地（田んぼや畑）の担い手の確保、〇道路や水路などの管理、

〇観光施設のPR、〇特産品の開発、〇移住者の受け入れ、〇空き家対策、

〇災害への備えや避難、〇ごみ対策、〇ボランティアの導入や育成

〇健康づくり活動、〇高齢者の交流の機会づくり、

〇若者と高齢者との世代間交流、〇町内会の維持、

〇その他（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

⑦　吉川区は好きですか。

〇大好き、〇まあまあ好き、〇どちらかと言えば好き、

〇あまり好きではない、〇好きではない

⑧　今後も吉川区に暮らし続けたいと思いますか。

〇暮らし続けたい、〇どちらかというと暮らし続けたい、

〇どちらかというと暮らし続けたくない、〇暮らし続けたくない、

〇どちらともいえない



令和 5年 3月 14日 

 

関連する地域協議会委員の皆様 

 

Ｊ－ホールディングス株式会社 

代表取締役 田知花 康彦 

 

Ｊ－ホールディングスグループの組織再編に関するお知らせ 

 

 令和 5 年 2 月 9 日に開催した事業子会社の臨時株主総会により、令和 5 年 4

月 1日、柿崎総合開発㈱に、大潟地域活性化センター㈱、㈱ゆったりの郷及び黒

倉ふるさと振興㈱の 3社を吸収合併することとしました。 

また、同年 3月 13日には、存続会社となります柿崎総合開発㈱の臨時株主総

会において、同年 4月 1日から、次のとおり、商号（法人名）や本社所在地等の

変更することを決議いたしました。 

 

 変更前 変更後 

商号（法人名） 柿崎総合開発株式会社 ネクストリゾート上越株式会社 

本社所在地 上越市柿崎区上下浜 262番地 上越市吉川区長峰 100番地 

 

※ 新社名に込めた思い 

  「私たちは、4月から新たなステージに進みます。 

   4社が一つにまとまり、力を合わせ、これから先も地域の皆さんに愛され

続ける企業であり続けることを目指してまいります」であります。 

 

 なお、新社名の選定に際しましては、グループ全体の組織改編であり、今後、

一つの会社として進んで行くことを鑑み、事業子会社 4 社の全従業員を対象に

公募を行い、複数の候補に絞った上で全従業員の投票により決定いたしました。 

 

 今後は、基本理念「好老社会に感謝でこたえ、新たな挑戦を続ける」の下、

引き続き、従前の 4施設（柿崎マリンホテルハマナス、大潟健康スポーツプラ

ザ鵜の浜人魚館、吉川ゆったりの郷及び板倉保養センターやすらぎ荘）の管理

運営に当たり、地域に愛される施設として新しい挑戦を続けるとともに、更な

る経営健全化に取り組んでいく所存でございます。 

 

 なお、事業子会社の集約により、弊社は、令和 5年 3月 28日に開催予定の

臨時株主総会での議決を経て、同年 3月 31日付けで解散する予定でございま

す。 

 

以上 



問合せ先 吉川地区公民館 Ｔｅｌ：548-2311(内線 240・133) 

まちづくり吉川   Ｔｅｌ：548-3595 

講 師   糸魚川市 西海地区公民館長     

古 畑 伸 一 様 
      プロフィール 

糸魚川市総合計画審議会委員 

元糸魚川市立青海小学校長他 
 

内 容  「新たな地域づくり」 

     ～自立，協働をめざして～ 
        

 

 

               地域・現代課題に対応した地域づくり講座 

   

 

  
  吉川地区公民館と「まちづくり吉川」・吉川区総合事務所 地域振興班では、

「少子高齢化・人口減少」等により、将来への不安要素(地域課題)の共有と

解決に係るフォーラムを計画しました。 
お気楽にご参加ください。お待ちしています。 

◇日 時  3 月 18 日(土)午後 1 時 30 分～3 時 

◇会 場  吉川コミュニティプラザ  

多目的ホール（３Ｆ） 

  ◇対象者  どなたでも参加可能です。 

◇参加費   無料 
 

  

 

 

 

 

 

 

   

  

 

 

 

 

 ◇ ご協力をお願いします。(新型コロナウィルス感染防止対策)  

     ・会場内外での手指消毒、せきエチケットの励行にご協力ください。 

・発熱や風邪の症状があるときは参加をご遠慮ください。 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

令和 4 年 11月 29 日付けで「上越市吉川ゆったりの郷の一部廃止」について諮問があり、令

和 5年 1月 27 日付けで市長宛に下の答申内容のとおり答申しました。 

【諮問】諮問第 81号 上越市吉川ゆったりの郷の一部廃止について（文書番号：上施第 39168号） 

【諮問内容】１.廃止予定施設…酵素風呂   ２.廃止予定日…令和 5年 4月 1日 

【諮問理由】 吉川ゆったりの郷施設「酵素風呂」は令和 2年度から休止しており、設備の

老朽化及び利用実態を踏まえ、施設を廃止することに関し、吉川区の住民の

生活に及ぼす影響という観点から、意見を求めるもの 

【答申内容】 

令和4年11月29日付け上施第39168号で諮問のあった、諮問第81号：上越市吉川ゆった 

   りの郷の一部廃止について、下記のとおり意見を付して答申します。 

                     記 

   上越市吉川ゆったりの郷の一部廃止について、地域住民の生活に直接の支障はない 

  ものと判断します。 

「道の駅よしかわ杜氏の郷」周辺の活性化を目指している当協議会は、旧吉川町が 

地域の福祉に資するための施設として設置した「吉川ゆったりの郷」の機能の一部を 

廃止することについて、吉川区の衰退につながるのではないかと懸念しております。 

市内に３か所しかない道の駅の１つであり、特徴的な設備が廃止となることから、 

今後早期に、これにかわる新たな魅力づくりやサービス提供をはじめ、吉川ゆったり 

の郷の利用客増加に向け、一層の支援をお願いします。 
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最終稿 

上越市吉川ゆったりの郷の一部廃止についての諮問・答申 

↑吉川ゆったりの郷「酵素風呂」 ↑現地を確認する地域協議会委員（12 月 12 日） 



【吉川区地域協議会活動状況等】 

 

 

 

  

2 月 25日(土)、吉川区地域協議会は、今年度採択した「上越市地域活動支援事業（吉川区内で

実施した事業）」の活動報告会を行いました。 

8 団体がそれぞれ結果概要や成果を発表し、会場に集まった 30人を超える参加者は、発表者の 

言葉に熱心に耳を傾けるとともに、資料として提供 

された映像などに興味深く見入っていました。 

「地域のお宝や誇りを見つめ直す」「地域資源を活 

用し更に磨き上げる」「地域が忘れかけている何かを 

思い起こさせる」「後世に繋いでいく」など、各団体 

が様々な方法で地域の魅力に迫り、地域の活性化に挑 

んだ今年度事業が全て完了しました。 

上越市地域活動支援事業（制度）は、令和 4年度で 

終了してしまいますが、令和 5年度からは、新たに 

「地域独自予算事業」がスタートし、今まで以上に地 

域住民と行政が協力して地域活性化に向けた取組を 

推進して行くことになります。 

吉川を良くしよう、地域のためにこんな活動をして 

みたい、など、住民の皆さんのアイデアや意見を地域 

協議会や総合事務所にお寄せください。 

 

 

 

 

 

○1月 12日…  
 

○1月 19日… 
 
 

○1月 25日… 

○1月 27日… 

○2月 16日… 

○2月 25日… 

勉強会（自主的審議事項・各分科会の取組について、諮問事項「上越市吉川ゆったりの郷の一

部廃止について」等） 

第 12回地域協議会（「上越市吉川ゆったりの郷の一部廃止について」の諮問に対する答申に

ついて、自主的審議事項・若者移住・定住部会における審議とまとめについて、地域活性化の方

向性について、吉川区地域協議会だより第 46号の発行について等） 

吉川区地域協議会だより第 46号発行 

「上越市吉川ゆったりの郷の一部廃止について」の諮問に対する答申 

勉強会（自主的審議事項・各分科会の取組について、地域活性化の方向性について） 

令和 4年度 吉川区地域活動支援事業活動報告会 

令和４年度吉川区地域協議会活動状況  
※令和 5年 3 月 25日現在 
※( )内は主な議題等 
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令和 4年度 吉川区地域活動支援事業活動報告会開催 

 

 



令和４年度吉川区地域協議会活動状況  

 【吉川区地域協議会活動状況等】 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
  
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

 

○2月 25日… 

 

 

○3月 09日… 

○3月 16日… 

 

○3月 25日… 

 

第 13 回地域協議会（報告事項・Ｊ－ホールディングスグループの整理について、㈱よしか

わ杜氏の郷の民営化について、地域独自の予算について、自主的審議事項・各部会のまとめ方に

ついて等） 

勉強会（自主的審議事項・各分科会のまとめ方について、地域住民の意見の反映について等） 

第 14 回地域協議会（自主的審議事項・各分科会のまとめ方について、住民アンケート実施

検討について等） 

吉川区地域協議会だより第 47号発行 

(令和 5年 3月末現在) 
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～地域を想い、吉川を元気にするために実施された８事業～ 

 

 



【地域独自の予算】 

令和 5年度 地域独自の予算について 
 吉川区では 3 事業、頸北地区では 18 事業が「地域独自の予算」の対象となっています。 

 以下は、令和 5 年第 2 回（3 月）上越市議会定例会議会資料からの抜粋です。 

 ※令和 5 年度予算は、令和 5 年第 2 回(3 月)上越市議会定例会での議決をもって成立します。 

■背景、目的 

  市では、それぞれの地域の課題を解決し、活力の向上を図るために、全市的な取組に 

加えて、地域の実情にあった取り組みをさらに実現していくことが必要と考え、「地域独 

自の予算」を創設。 

 ■対象とする取組（「地域独自の予算」で実現したい取組） 

  ①地域資源を活用した新たな収入源や雇用の創出等につながる取組 

   （特産品開発、販売促進、就業促進、交流人口増 等） 

  ②地域での暮らしやすさにつながる助け合い等の取組 

  （生活支援、郷土愛の醸成、人材育成 等） 

■令和 5 年度地域独自の予算 地域自治区別事業一覧表（頸北地区抜粋） 

区 名 事業名 実施主体 提案団体 
予算額 
（千円） 

吉川区 
1 

チェコ共和国の音楽家との文
化交流事業 

夢をかなえる会 同左 1,022 

2 吉川観光重点2地区活性化推進事業 吉川観光協会 〃 2,288 
3 長峰城址保存活用事業 越後長峰城保存会 〃 1,116 

柿崎区 1 黒川黒岩ふれあい事業 16 ピース 〃 1,266 

2 
柿崎時代夏まつり「下黒川地区
夏まつり」事業 

柿崎時代夏まつり「下黒川
地区夏まつり」実行委員会 

〃 1,266 

3 
かきざき湖八重桜広場の八重
桜の植樹事業 

ガンバ米山 〃 398 

4 
第 6 回手しごと・手づくり柿
崎・上越作品展 

手しごと・手づくり柿崎・
上越作品展実行委員会 

〃 440 

大潟区 1 大潟区散策ルート作成事業 まちづくり大潟 〃 1,610 

2 鵜の浜温泉色彩音楽花火事業 鵜の浜温泉観光組合 〃 3,774 

頸城区 1 頸城線植栽モデル事業 くびき花の会 〃 239 

2 
坂口記念館の特色を活かした
講座事業 

特定非営利活動法人 
くびき来夢ネット 

〃 29 

3 花の苗 里親育成事業 市 
特定非営利活動法人
くびき来夢ネット 

376 

4 
外国人居住者を含めた南川地区
大規模防災訓練と交流会事業 

南川振興会 同左 186 

5 
外国人居住者が参加するファ
ーマーズマーケット事業 

南川振興会、特定非営利
活動法人頸城観光協会 

〃 1,400 

6 
ふるさとの宝を保存し、後世に
歴史的意義を伝える事業 

特定非営利活動法人  く
びきのお宝のこす会、市 

特定非営利活動法人 
くびきのお宝のこす会 

1,156 

7 
大池のキャンプ場を活かし、遊歩
道から山城巡回を楽しむ事業 

雁金城跡保存会 同左 953 

8 
大池の四季を感じる散策ツア
ー事業 

市 
特定非営利活動法人頸城
区観光協会、特定非営利活
動法人くびき里やま学校 

424 

9 大池いこいの森施設運営事業 
特定非営利活動法人 
頸城区観光協会 

同左 3,230 

  

地域協議会だより第 47号をお届けします。地域を元気にする内容です。 

        初雪の量にドキッとした後は降雪も少なく喜んでいましたが、寒さ厳しく奮

闘されたことでしょう。皆様におかれましては、これからの三寒四温に気を付けてご自愛ください。 

47号たより編集委員 片桐 利男、関澤 義男、髙野 幸夫 
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【編集後記】  



令和 年 月 日 

上越市長 中川 幹太 様 

吉川区地域協議会 

会長 山岸 晃一 

 

 

吉川区内における青年層の定住対策に関する意見書 

 

 吉川区地域協議会では、吉川区内における青年層の定住対策に関し調査・議論

を重ね、課題と今後の対応について、次のとおり意見をまとめましたので提出い

たします。 

 

【 意 見 】 

生活習慣や就労、社会環境などの変化に伴い、少子高齢化と急激な人口減少

が市内で進んでいます。 

中でも吉川区については、人口減少に加え、青年層の区外への流出が毎年増

加傾向にあり、深刻な問題となっています。 

このまま放置すれば、担い手不足・人材の喪失から、区内の産業はもとよ

り、市民活動の推進、地域組織の発展はおろか、維持・継続の道が絶たれ、地

域が衰退し、消失してしまうこともあり得ると考えます。 

既に国や県、市では、各分野における担い手不足解消のための支援策を講じ

るとともに、独身者や子育て世代、ＵＩＪターンといった移住者などに対する

補助等を通じ、青年層の定着に尽力いただいているところではありますが、今

後の地域・故郷の存続及び発展のため、より一層の支援をいただけるよう、要

望するものです。 

 

 

 

 

 

 

 

たたき台 


